
弟子屈付近強震調査長

釧路地方気象台時

~ 1. まえがき

昭和'34年 (1959) 1月31日5時39分ごろおよび7時

17分とろ，ひきつづき同程度の規模の強震が釧路支庁弟

子屈町付近に発生，北海道東部および日高地方の一部で

地震を感じた.ことに7時 17分とろの地震によって，弟

子屈町，阿寒町，阿寒湖畔ではかなりの被害が生じたり.

f 内陸.部に震源をもち，このような破壊的な地震が起っ

たのは，当地方では，昭和13年 (1938) 5月29日の屈

斜路湖地震以来のことである.当台では，地震後直ちに

(2 丹 1~3 日， 6~才日)現地調査を行ったので報告

する.地震の状況については，主として 7時 17分に発

生したものにっし¥て述べる.
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Fig. 2. 管内の震度分布 (07時17分の地震)

~2. 現地踏査報告2)

1)" 弟子屈町(市街)

，地震動は極めて急激に感じられ，また上下動が極めて

Fig. 1. 管内の震度分布 (05時39分の地震)

義 Reportson the Teshikaga Earthquake of Jan.31， 

1959 (Received ApriL27， 1959). 

者世 Kushiro Local Meteorological Observatory. 

1)地震月報によれば両地震の震源時，震央，深さ，お

よび規模はそれぞれ05h 38m59 s， '43. 350N， 144. 

40E; h=20 km， M =6.2; 07h 16m47 s， 43. 450N， 

144.4
0

E， h=O km司 M=6.1でみる.
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Fig. 3. 現地踏査地点(.印)

2)弟子屈町~標茶町:柴田章吾，雨宮ご郎，檎皮久義

調査.

弟子屈町奥春別:久保朋弘，野ヒ孝治調査.

阿寒町阿寒湖畔~鶴居村中雪裡:久保朋弘，福島正

久調査.
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Fig. 4. 弟子屈町市街および奥春別付近図

顕著で，ゴーという風のような地鳴りを伴った.続発す

る余震にはすべて地鳴りを伴い，地鳴りの方向は西方(雌

阿寒岳，または美羅尾山の方向)から聞えたという人々

が大部分であった.また，地鳴りと地震はほとんど同時

に感じている.

釧路川ではこの地震発生後間もなく上流から氷・雪が

流れてきたり，その後大雨の後のごとく真黄色に混濁し

たが 2月1日朝からしだし手に平常に復した(この混濁

後，硫黄臭を感じた人もあっ?こ).弟子屈温泉は一般に

湧泉量やや減少し，泉温もやや低下したようであるがあ

まり顕著ではなかった.

市街のほとんどの住家では棚上の器物が落下したが，

南北に細長い棚のとの器物の落下が目だち，東または西

に落ち特に西側に落ちた所が多かった.レンガ積みの集

合煙筒の 3---4割は折損倒壊いその他亀裂の生じたも

のも多かった(倒壊方向は南~南東).壁の脱落・亀裂も

市街のほとんどの住家に生じたが，これについては，特

に方向性は認められなかった.その他，什器類・窓ガラ

スの岐損，建てつけの変化，建築中の家屋の傾斜，コン

クリート床の亀裂，商屈の商品の破損等が著しかったが，

家屋の倒壊はなかった. これらの被害は「湯の島」地域

に多く生じj 乙の地域にある菓子屈ではレンガ積みパン

焼きがま 1個が破壊した.新市街でも菓子屈のパン焼き

がま 1個が被害を受けたが亀裂を生じた程度であった.

弟子屈町役場庁舎のレンガ積み集合煙筒11基中4基

が折れて倒壊し 1基に亀裂を生じた.Fig.5中， No. 

3は屋根のひさしと煙筒の先端とのほぼ中聞から折れて

南東に落下し， No. ，5はCく先端が折れて南東に落下し

た.また， No.11は屋根のひさし付近から折れて，南

に落下しこなと、なになり， No.9は煙筒の上部から約

130 cmが西に約 6cm移動した.

国立弟子屈療養所の病棟は， 約 26年前に建築した木

占E

Fig. 5. 弟子屈町役場の集合煙筒の倒壊状況

造 2階建てであるが，建物の基礎は沈下し，病室の壁は

ほとんど脱落心た.病室の窓ガラスは 5割程度破損し，

医療器具や薬品類は棚から落下して損傷をうけ，手術室

のコンクリート床には数条にわたり幅約 1cmの亀裂を

生じた.また，食器類の破損も多数あった. Fig.日には

同所の湯沸器の移動を示す.

Fig. 6. 湯沸器の移動

摩周グランドホテJレは木造モルタル総2階，一部3階

建てであるが，各階の室・廊下とも，壁の脱落・亀裂が

甚しく，その他窓ガラス・戸障子の破損，鐙光灯の落下，

器物の転倒破損等の被害があり，またs個ある浴槽中 1
個の底部l乙亀裂を生じ，使用不能となった.

新市街にある神道教会の石灯寵は，最上部が南南東に
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転落し，上段は時計回りに，中段は半時計四りに回転し

ていた (Fig.7および Photo.5参照). 

Fig. 7. 石灯龍の移動

アトサヌプリ硫黄鉱業所では短時間だが極めて強い地

震を感じ，南~北の水平動が顕著であった.一部の人々

は地鳴りを聞いており，方向は東といわれている.棚上

または床上の器物は南または北に転倒し，社宅の一部で

は壁が脱落した.硫黄山の噴気，その他火山活動にはま

ったく変化を認めていない.

6) 弟子屈町美留和

上下動が顕著で， ドドドーという地鳴りを伴った.棚

上の器物は南側に落下し，家屋の壁に亀裂・脱落を生じ

た.駅舎屋でははり板が 1cmほど離れた.

7) 弟子屈町南弟子屈

南~北の水平動が顕著で地鳴りを伴うた.地鳴りの方

向は北.棚の上の器物は落下したが家屋の壁の脱落はな

かった.

2) 弟子屈町鑓別 8) 標茶町磯分内

地震動は極めて急激で，室内では歩行困難となり，上 南~北の水平動が顕著で， ドスンという地鳴りを伴つ

下動が極らて顕著に感じられた また水平動は東西動が た 器物は南側に倒れ，家屋の壁に亀裂の生じた所が多 J

明りように感じられ， ドンという地鳴りを伴った.鑑別 かった.

JlHま多少混濁し，またポンプ井戸の水も混濁した(湧水 9) 標茶町(市街)

はじめ弱い上下動を感じ，直後水平動が顕著どなった量には変化がなかったもようである).国鉄の厚生寮の
(ゆれ方1は，南北動を強く感じた人もあり，東西動を強

温泉(自然湧泉) では 5時39分の地震後一時泉量増加
く感じた人もあった).大部分の住家では棚上の器物が

し，泉温も上昇したが 7時 17分の地震で湯元は枯渇
落下したり，移動したりしているが，その方向は南北・

し.た.その他の温泉旅館中，湯元が自然湧泉のところで
東西半々のようである.またとく一部の家屋では壁に亀

は，湧泉量は減少したが，泉温には変化がなかった.ボ
裂を生じ，コンクリート床に微細な亀裂を1生じた所もあ

ーリングによる温泉では，ほとんど変化がなかったとい
る.標茶駅では宿舎給水用の堀抜き井戸2個が枯渇 1

われている.また国鉄厚生寮でば壁に亀裂・脱落を生じ，

浴槽が破損した・ a 個が減水したが2月1日午後平常に復した. 、

3) 弟子屈町川湯
10) 弟子屈町奥春別 (Fig.4参照)

ドドンという地鳴りと、ほとんど同時に強い上下動の地
川湯駅付近では南西~北東の水平動が顕著で地鳴りを

震を感じ，室内では歩行困難となり，また室内に置いた
伴った.付近の住家では土管，煙筒の倒壊，壁の亀裂・

、ンが10----20cmとび上り，東に約 100cm移動した
脱落が生じ，また付近の商屈では商品の破損を生じ，び

ところもあった. 奥春別第五部落ではコードの長さ 150
ん類はほとんど南側に転落していた.

cm位の電灯が東西にゆれ，天井にぶつかった続発す
川湯温泉では上下動が顕著で，風が吹いて来たような

る余震にはすべて地鳴りを伴い，地鳴りの方向はペケレ
ゴーという地鳴りが伴い，余震にもすべて地鳴りを伴い.

山付近から聞えたという人が大部分であった.井戸水は
方向は南であった.一部の家屋には壁の亀裂・脱落を生

黒っぽく濁ったかまたは泥水となった.鎗別川は7時17
じたが，温泉街の商屈では物品の倒落はなかったようで

分の地震後混濁し，オモナイ川およびその東の小JlIは地
ある.川湯温泉では温泉の状態に変化ななかった.

震後流れが止り，オモナイJlIは2月3日夜，黒く混濁し
4) 仁伏温泉

't:JlI水が溢ふれるように流出してきた.東側の小JlIは5
地震以降温泉量が増加したが，泉温はほとんど変化を

日間程流れが止り，後混濁した川水が流出してきたが，
認めていない.一般に湖水の水が増加すると泉量も増加

するので，冬期は泉量が減少するのが常態であるが，今、/水量は著しく減少していた.、東西に走る断崖・道路には

回の地震後は泉量が増加した.屈斜路湖の状況には何ら 所々崖崩れが生じ，奥春別第一部落の南および豊生部落

変化は認められなかった.

5) 川湯硫黄山

の崖崩れは規模大きく，豊生部落では，幅2m長さ70m

の崖崩れが生じた.またぺケレ山頂付近には亀裂が生じ
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た ( ~ 4参照). 奥春別第一部落では電柱3本が南に倒

れた.住家の器物はほとんど転倒・落下したが，倒れた

方向はほとんど各方向にわ?こっていた.第五部落では，

南北に面した障子はほとんど破れ，豊生部落では東西に

面した窓ガラスはほとんど破損し，東西に面した障子は

自然とあぎ，南北に面した障子は倒れた.

澱粉工場倒壊1，民家半壊し牛舎半壊1を生じ，民

家のほとんど(全戸数118戸)に壁の亀裂・脱落を生じ

た.豊生部落北の住家では家屋の基礎コンクリートがく

だけた.サイロの倒壊・亀裂は， 103基中全壊8基，、亀

裂を生じたもの65基であった.第三部落のー農家では

緬羊1頭がショック死したということである.

11) 阿寒町阿寒湖畔

極めて強い地震動を感じ，大部分の人がドドーという

地鳴りを聞いたが，その方向は明らかではない(当時，

温泉に入浴中の人の談によると，地震ど同時に浴槽の湯

が東西方向に大きく波うち，半量位が浴槽から溢れ出た). 

阿寒湖の氷は5時39分の地震で、多少亀裂が入ったが， 7 

時 17分の地震により湖水全面にわたり亀裂が生じた.

阿寒湖の滝口では湖水の水が白濁したが水位には変化は

なかった.また貴闘11の水が甚しく混濁し，ひょうたん池

から阿寒川に注ぐ小川が黒〈濁って底が見えなくなった.

また井戸水はほとんどの所で混濁した.湖畔温泉の湧泉

量は平常の約3割程度増加し(泉量の増加は一時的必も

のもあり，また 2月3日調査時にもなお増加しているも

のもあった).泉温は地震後一時上昇したが，後平常に復

した.雌阿寒岳の噴煙その他，火山活動には特に変化は

認められず，ボッケ泥火山付近の状況にも変化は認めら

れなかった.また，阿寒の鳴動を観測しているが，これ

については~6 で報告する.

ほとんどの住家では棚の上の器物はほとんど落下し，

商屈に陳列してある商品は大部分が倒落し 2階におい

たミシンの倒れた家もあり，東西に走っている窓は自然

に開ふ戸障子の外れた家もあった.住家の壁はほとん

ど亀裂・脱落を生じ，温泉旅館 (11軒)の浴槽は大部分

亀裂を生じ，約5割が使用不能となった.また湯元から

浴槽まで、の湯送ノfイプの切断した所もあった.東西に走

る家屋で，北側に傾斜したものが2棟めり，小学校のレ

ンガ積み集合煙筒2基に亀裂が生じた.

12) 雄阿寒温泉

極めて強い地震動で，ゴーという地鳴りを伴った.温

泉旅館では，壁が脱落し，家屋のーて部(浴場)が倒壊し

た(倒壊方向は西南西で母家の走向に直角である).温

泉の状態には変化はなかった.阿寒道路の滝口付近では

南斜面に長さ 10m ・幅5m，および長さ 20m・幅5m

の崖崩れが生じていた.

13) 阿寒町上飽別

極めて強い地震を感じ，山鳴りのようなゴーという地

鳴りを伴った.北海道電力第四発電所のコンクリート 3

階建ての発電機室の窓ガラス(縦 110cm・横 130cm ・

厚き 3mm)か破損したが，東西に面したものが主に破

損し(破損ガラス 12枚中 11枚)，また 3階の舎屋中， 2

階にその被害が大きかった (12枚中 9枚).コンクリー

ト壁および床には亀裂が生じた.

14) 鶴居村中雪裡

強い地震動を感じ，堀立小屋程度の物置で倒壊したも

のがあった.

~ 3. 道路の崩壊3)

道路崩壊箇所は，弟子屈一阿寒湖畔間横断道路中，阿

寒・弟子屈両町境界付近から弟子屈寄りに約6kmの区

聞に集中している (Fig.4および Photo.7参照). 道

路被害は盛土部分の崩壊・地割れがほとんどで，切取り

部分の崩壊および山地部分に亀裂の生じた所は極めて少

い.被害のおもなものは，山腹ぞいの切盛りによる構築

箇所で，道路の延長方向に岩盤と盛土部分とがすべりを

生じ，谷側に大きく崩壊または亀裂を生じており，この

6kmの区聞に多数発生している.道路面を横断する地

割れは，阿寒・弟子屈町境界付近に 3か所認められてい

るが顕著なものではない.乙れらの崩壊箇所は 16か所

?と及んだが，崩壊や亀裂の方向と，震央方向とを関係づ'

けることは困難である.

~ 4. 弟子屈町奥春別における地割れ4)

1) 地割れの発生場所 (Fig.4参照)

辺計礼山と美羅尾山との聞を流れる奥春別川の西，辺

計礼山南東山ろくの奥春別第四部落に発生している.こ

の地域は辺計礼山より南東にのびるなだらかな丘陵で，

牧草地となっている.

2) 地割れの規模

今回の調査では，辺計礼山頂から東南東約 2kmの地

点から地割れが認められ，これから一般に幅の狭い電光

形に小さく屈曲し，ある部分では分岐し，あるいはまた

合一し，途中とぎれて延長約2km にわたって地割れが

続包奥春別川の西で終っていた.この地割れの最もお

3) -事11路開発建設部調査資料による.

4)' 5月13.........14日j柴田章吾，福島正久，雨宮三郎調

査.
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もな万向は辺計辺山頂から東南東にのびでいるものと考

えられ，地割れの生じている範囲は加藤宅裏山付近で最

も幅広く， 300~500m，奥春別川西岸の終t息地付近では

約 100mの範囲となっている.これらの他の所では地割

れは認められなかった.

3) .加藤宅裏山の地割れ (Photo. 8， 9) 

この裏山丘陵の尾根の走向は西北西一東南東で，この

延長はほ Y辺計礼山付近に達している. この尾根の北

側・南側とも約 15
0

の傾斜となっている.地割れはこの

丘陵の北側山腹におもなるものが生じており，地割れの

走向は尾根の走向にほ Y平行している.この付近の地割

れの最大のものは，幅 25~30 cm ・深さ約 40cm ・垂直

のづれ約 10cmで，電光形?と屈曲して約500m延長し，

このおもな地割れの直角方向に幅の狭い地割れが多数派

生している.

~ 5. 通信調査による状況

今度の地震について震度，地鳴，器物転倒方向および

井戸水，川水，温泉の変化などの通信調査を行ったが，

主として震央付近の小中学校から回答を求め，これに一

部当台が現地調査を行った資料も入れてとりまとめた.

1) 震度分布および性質 (Fig.8参照)

N".Pl 
⑨市(.~'lO秒7

1fo2~ 

ι71'((.拘l刑
んもd
-¥71 

7V\.;，(息 3~)

アV
.中久葺呂{志l

7v 
・中お~ (是・ 2必

f香川5
Fig. 8. 震度，地震の性質および振動方向

.:水平動 ←:振動方向

0:上下動{ ):性質および体感時間
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震央付近のとく小範囲の地域で、は烈震となっており，

強震域は震央を中心として，ほ Y東西に長軸をもっ扇平

な楕円形となっている.その他の地域は中震域となって

いる.また，強震域では上下動を強く感じており，その

他の所では水平動が顕著で，震動の方向を観測した所T、

は，その方向は大体震央に向かっている.

2) 地鳴 (Fig.9参照)

ほとんど各地で地鳴りを観測しており，地鳴りφ方向
は大体ペケレ山の北に向っている.音色は釧路川以西と

鎗別川以北の閣の地域では，砲声音・その他の所は一部

砲声音の所もあるが，大体遠雷音となっている.またよ

各地とも地鳴りと地震はほとんど同時に感じている.

ー
ど
に

、
よ久孟呂 . 

・ノ'N04 、 {コ九一j よ御平別

[コて-)

ぞい
γ

/

(一

O 
中久着畠{グフ)

「ド λ コてーど n~つ疋}

O 
中雲裡

Fig. 9. 地鳴の種類と方向

.:地鳴有 ←:地鳴の方向

0:グ無():グ 音色

3) 器物の落下または倒れた方向 (Fig.10参照)

震央l乙最も近い奥春別では，各方向に倒れており，そ.， 

の他の所では，落下または倒れた万向の延長は大体震央

の方向に向っている.また札友内では壁の亀裂した面に

，Fig. 11のように方向性が認められている.

4) 井戸水・川水の変化 (Fig.12参照)

強震域ではほとんどのところの井戸水が混濁し，水量

の変化を認めたところでは，和琴で増水したほかはすべー
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五軒。

。
Jニ御-1'~'I 

。
'!'l'.."畠

o zv客淫

Fig. 10. 器物が倒壊，落下した方向

〉く傷後級協
/ 〆 υ 院初

ーのす向の住家に1;1:被害(;t少い 彰弱視

との方向のイ主家に(;t被害i喜多~， 

この面の壁にlj被害l;t!i: ~l

Fig. 11. 札友内における壁の亀裂面

て減水している.川水は釧路川では標茶のや〉上流まで，

阿寒川では中徹別のや〉下流まで，錯別川では上流から

下流まで混濁した.また錯別J[!K注ぐオモヂイJ[!および

付近の小川は一時流れが停止した.

5) 温泉の変イ七 (Fig. 13) 

弟子屈付近の温泉は，泉量減少または枯渇しており，

阿寒湖畔・和琴・仁伏を結ぷ線上の温泉では増量し，そ

の他の所ではあまり変化は認められていない.また，泉

温については，泉量の増加した所では一時昇湿した所が

多くなっている (Table1). 

~ 6. 阿寒の鳴動について

阿寒湖畔在住の山口栄一氏によると， 1月22日目時

33分ごろの地震の時にも鳴動が感じられたということで

4
寸
l

も
可

。V，N0} 
l 赤褐邑，2日閣}

@O 
1 申書樫

0・)No.3 牛帽
(多少'JI，味，1"'JO"'1rz..継続j

よZB ⑨⑥
{串褐邑，31目8"-14') よ御辛別

00 
申Jl，菖昌

Fig. 12. 井戸水，川水の変化

.:井戸水混濁，増水 ⑨:井戸水減水

④:グ 混濁ー 。:グ変化なし

⑧:グ混濁，減水

⑥:  JI!水の色変化 O:lII水の色変化なし

ー
斗
¥

、、

も野

Fig. 13. 温泉の変化

0:変化なし (Q):、増量，降温

.:増量 θ:減量
0:増量，昇温 ⑧:枯渇

ある(以下は同氏の観測による). この地震の直後ドド

ードーという鳴動があり，聞をおいて 6回観測された.

音の聞えた方向は阿寒湖畔西方のフレベツ岳方面と観測

された.なお，この地震後，雌阿寒岳は常時より多量の

噴煙が観測され，鰍川は混濁し，温泉温度は約6
0

C上昇

した.また， 1月31日弟子屈地震後2月1日17時35分

までの間， 14回の鳴動を観測した.音の聞えた方向は阿

寒湖畔南方の白水川方向か，それより東の方向と考えら

- 18ー
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名 [41414721l
屈町有温泉|沖巾卜96[8川|泉量多少減少(ーング)

ヱ厚生寮[701601グ|世7117巾91抑制賭若手増官同手即るも7時

土木寮 15215~01 グト53 8伺l変佑なし(ボ_~ / ~l) 

温泉国鉄寮1611 0叩Ig8.811巾|グ
温
泉[州
4[グト15[7伺|温泉量恥いング)

温 泉15216.61グト50i“lrz|変化なじ
同元|…什i16316怖|223TfTヒラ)加そ
れ|引7.21グ [65516 91グ|元常事警??お隣の」

品忍品加)1-卜ト 1*471681~2~ I泉量増加和〉低下す
の !?下削 [-I-I-I-I-I-I~明日
長:北海道立衛生研究所の観測による値.

れる.

Table 2. 阿寒鳴動観測

発現時
l
鳴動の音色

11
発現時|鳴動の音色

月13日10時83分剖1，ドドドード} 月13日11時31分7 ドドドードー
グ 0927 ドドド{ グ 1620 グ

メY 0930 ドドドードー グ 1825 // 

// 0933 グ グ 2052 グ

ノY 0944 グ グ

グ 0949 グ

// 0953 ノア

メY 10 40 グ

// 11 23 // 

~ 7. 地震被害

この地震で，弟子屈町および阿寒湖畔ではかなり被害

をうけた.道路の被災状況については一部~ 3で述べた

が，これ以外のもので2月20日現在，各調査機関が集
言十したものをかかげる.

1) 弟子屈町における被害(弟子屈町役場調ぺ)

学校施設

被災場所| 被ー災の内容

最栄利別小学校

・美留和小学校
札友内、小学校
川湯駅前小学校
弟子屈中学校
和琴中学校
川湯小学校
屋内体操場
弟子屈高等学校

--19-

t

壁崩壊および亀裂および天井落下・
仕切戸破壊
壁破壊および亀裂
向 上
向上
向上
同よ

55坪倒壊の危険あり
その他若干の被害
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土木関係

道路破損|弟子屈原野9線道路陥没1.2.-.1.5
1 m，亀裂幅 20cm，延長50m

その他公共施設

役場庁舎|集合煙筒倒壊4基

役場車庫|床抗下 (44坪)
公営住宅|壁亀裂および集合煙筒破損30基

1 320坪
町営住宅|集合煙筒倒壊4基

高校々'長住宅|壁破壊および亀裂 30坪

中学校長住宅[向 上 10坪

町有錯別鉱泉|温泉湧出停止

消防団倉庫|モルタ Jレ壁その他破壊

消防団貯水槽|亀裂4基

仁多小学校井戸|井戸枯掲

一般商広

施

什

そ

器|壁および浴場，集合煙筒などの倒壊・
臥|亀裂

器類|破損

の 他|各商庖の商品等の破損

農村関係

畜 舎|半壊30戸小破壊80戸

木 炭 窯ー|全壊80基半壊36基

サ イ ロ|全壊5基小破壊 70基

住宅その他|全壊2戸 小破壊30戸

そのf也

国立弟子屈療養所|器具・薬品・壁・建具・什器類破損
|浴場・壁崩壊・かまど亀裂のため使

道立弟子屈養老院|用不能

2) 弟子屈町開拓農家の被害(釧路支庁拓殖課調べ)

地主
サイロ 被災数
および 全数

ブロツ|木造
被害程度

畜舎 ク建建

弟子屈 サイロ 11 1 亀裂

奥春別
サイロ 11 3 // 

畜舎 17 7 4 グ大破

最栄利別
サイロ 〆6 5 λy 

畜 舎 15 1 1 // 

サイロ 21 1 グ
跡佐登
畜舎 105 1 傾斜

屈斜路
サイロ 3 2 一 亀裂
畜舎 5 2 傾斜

札友内
サイロ 7 1 亀裂
畜舎 10 2 メY

摩周
サイロ 一 一
畜舎 5 1 亀裂

サイロ 110 3 計
畜舎 9 

氏
U

q

J

F

b

1

7

4

 
旬-

悶

和

問

留

計

5

美

最

被害程度

損

r

破

斜

具

傾
'
建

屋

・

家

斜傾

裂

台

屋

亀

土

家

一

円

L

戸。

一

噌

i

31家屋傾斜

5 1 2 1亀裂・家屋傾斜

6 1 22 

地区名|全壊|中破 11 地区名|全壊 l中破 、

熊牛 6 5 最栄利別 6 1 

仁多 2 3 美留和 一 2 

弟子屈 4 7 跡佐登 3 

錯別 3 1 

奥春別 2 1 札友内 1 

3) 阿寒町における被害(阿寒町役場調べ)

被災地域!被災種別!被害数| 被災の内容

集合煙筒I2基|阿寒湖畔小学校集合煙筒2基
半壊
放館11戸 壁脱落・浴槽亀裂・
湯送管切損

36戸|料飲居・5戸壁亀裂・器物破損

商居14戸 壁脱落・商品破損

会社その他住宅6戸 壁脱落
亀裂

阿寒湖畔
建築物
その他

4) 一般の被害

市外電話線障害

被災路線名

阿寒線

阿寒湖畔一美幌間

阿寒湖畔線
釧路一遠矢間・
厚岸一真竜間

電力関係

(劃11路電気通信部調べ)

|被災回線数j 被災の内容

搬送電話器転落破損に
よる

// 

社線と接触して混線

(北電釧路支庖調べ}

種類1:利 被災の内容
15か|跡佐登硫黄鉱業所線

停電|所| 31日7時1マ分より 3時43分間
(変電所阿寒変電所一阿寒湖畔間
の諸器機 .17時17分より 7分間
傾斜によ釧路市十保線・ 7時17分より 6分間
る厚岸変電所停止 7時17分より 2分間

上飽別第四発電所一標津間
1"， "-1 7時17分より 11分間

配電線 16か|
| i弟子屈町市街にて発生

切 断|所 |弟子i床・天井亀裂，パイプフレーム基
発電可・ Io) -A，I屈変(礎破損4か所，遮断器の基礎破損2
変電所被I!r:か|電所iか所，蓄電器450傾斜，配電盤100前傾
災 IIYI I上飽別第4発電所窓ガラス破損， コンク

リート床 ι壁亀裂

- 20ー
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鉄道関係

:種 類!被災数|

橋脚亀裂 11か所

橋台前傾 11か所

橋梁駆体亀裂 11か所
掘抜井戸枯渇 12か所

温泉湧出停止 11か所
宿舎給水管破損 11か所

(事1[路鉄道管理局調べ)

記'事

釧路一東釧路間，事1[路川鉄橋
の橋脚2脚に亀裂
標茶ー磯分内問，ポンタワ川
鉄橋々台前傾約 120mm
別保ー上尾幌間，深山鉄橋に
発生
標茶駅構内にて発生

弟子屈町錯別温泉

利別・十弗駅構内にて発生

土木関係(事1[路開発建設部調べ， Fig.' 14参照)

橋梁被害の種類|被災数| 記 事

橋台・橋脚の固定支[-弟子屈町 4か所・阿寒町
承部分の橋座コジク 19か所 3か所・劃1[路市 1か所・
リー卜の亀裂 白糠町 lか所

橋台と翼壁との継目 12か所弟子屈町2か所
亀裂 l 

そ の 他 11か所阿寒町 1か所

木炭窯の被害 (北海道木炭振興会釧路支部調べ)

木
弟子屈地震に 主な被災地区

炭窯
よる被害数

宮村l地区名|皇1:1長|計
時I~I計数 弟子I最寄別 91 3 1¥ 13 

屈町

調1[路 74ー一一 // 御卒別 91 1 3 1 13 

厚村町岸 781 2 131 28 43 ノグ 仁 田 14111 1 26 

浜中 176 3 3 λ〆 奥春別 71 3 1111 

村標茶 ‘ 

町
782 133 38 160 331 // 南弟子屈 71 3 1111 

屈弟子町 141 64128 221114 
標茶
沼 幌 20 71 1 28 

町
阿寒 80ー // 茶安別 1)1 8 -114 
町
鶴居 152 211 4 1 26 ノY 上御卒別 191 2 4125 

村白糠
109 グ 5示 栄 7 3ー 10 

音町別
25 五Y 多 来日 7 51 3 15 

町
釧路 41-一一 ノア 阿歴内 71- 6113 
市
1621 223 831211 517 グ 幌 呂 11 31 

告全壊:再築窯 中壊:鉢上げ小破:口前の崩壊お

よび鉢のひ Y

木炭窯の被害状況を Fig.15 i乙示す.ζれからみると，

木炭窯の被害数は標茶町で最も多くなっているが，木炭

窯数に対する被害数の割合は弟子屈町に最も多く，弟子

屈町では被害をうけていない木炭窯の数は 2割に満たず.

その他は大なり小なりの被害をうけている.

Fig. 14. 被災橋梁箇所図

(釧路開発建設部関係)

0:橋座コンクリートの亀裂 ④:その他の被害

.:橋台と翼壁聞の亀列 Q):道路破損箇所を示すヱ

Fig. 15. 木炭窯の被害

~8. 余震について

1月31日05時 39!分の地震から 2月28日まで、の釧路

地万気象台における余震回数は 343回(本震も含め有感

15回)であるが， その日別回数をみると 2月1日以

降急激に減少し， 2月5日一時回数がや〉多くなり，そ

の後はゆっくりと減少している (Fig.16参照). 

1月31日の時間別の変化をみると， 05時 39分の地震

後余震増加し， 07時17分の地震後，更に余震増加し，

10時 30分頃から激減し，その後， 多少の増減をしなが

らー経過した (Fig.16参照). 

2 月 12 日までの P~S 時間別のひん度をみると，各

日とも ，P~S 7.0--7.9秒のB群が最も多く卓越し，次

いで P~S 8.0~8.9 秒のC群が卓越しているが， 2月4

日は P~S 9.0~9.9 秒のD群が卓越している (Fig. 17 

参照). 
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Table 3. ~"路における詮震回数(括弧は有感回数)

日 11ド(同A品2出li同阿i臼倒2到1213バ!両出川~5川5バ16バlド7181ドM川h州川91:中判件1:ドM川1叩4中仲011
z配則11同l同同瓜判附1(げ同川川(rぷ判朴内?名引叫昨州)1ボF判l卜ド同2幻4州71枯l同阿お引171同広判|引州9ヤ|ド51+Hs)Hois
日ト6Rj17ト81191201211221231241刑イ28
民10 1 0 1214 fOI U 1 0 151211 1 0 11 16 

報時震験

f11318 B尋問E愉倉田欽n
u
v
A
U

附

u

n

U

4

3

2

1

 
150 

56 

日IIl1即時1314151617181+H1州15
z 11ー11611411011016151312131214131312
日11168117118ド120121H2叫十7[zs111 
引1312151z10卜12[01+101+111

Table 4. 弟子屈における有感余震回数

(弟子屈警察署観測)

100 

50 

Fig. 16. 日別余震回数
.:釧路地方気象台の観測回数

0:弟子屈町における有感回数(弟子屈警察署観測)

:!人 ?:1人!

lへ____ T 
ABCDEF G 

日」日」

」二 1J
Fig. 17. P~S 別， 日別余震回数

A : 'P------S =6. 0~6. 9s E: p~S =10. 0~10. 9s 
B:' // =7.0--'7.9 F: // =11. 0~1 1. 9 
C: グ =8. 0~8. 9G : P~S 不測
D: グ =9.0~9. 9 
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Photo. 1. 弟子屈町役場庁

舎集合煙筒倒壊

Photo. 3. 薬品棚からの薬品類の落下

国立弟子屈療養所

Photo. 5. 回転した石灯寵

Photo. 2. 弟子屈町市街住宅の土管製

集合煙筒の転倒

Photo. 4. サイロの倒壊

Photo. 6. 雄阿寒温泉の浴場の倒壊



Photo. 7. 弟子屈ー阿寒湖畔閥横断

道路の被害

Photo. 8. 加藤宅裏山丘陵の地割れ

(34. 4. 6. 劃n路開発建設部撮影)

Photo. 9. 加藤宅裏山丘陵の電光形の地割れ

Photo. 10. Photo. 11. 

釧路川鉄橋々j蜘の危裂(朝日新聞社提供)


